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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 5,336 △53.0 △237 － △248 － △252 －

2021年３月期第１四半期 11,356 19.3 △314 － △501 － △413 －
(注) 包括利益 2022年３月期第１四半期 868百万円( －％) 2021年３月期第１四半期 △879百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 △36.74 －

2021年３月期第１四半期 △60.07 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第１四半期 67,876 21,922 32.3 3,185.72

2021年３月期 66,021 21,318 32.3 3,097.96
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 21,922百万円 2021年３月期 21,318百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) 0.00 － 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 15,000 △38.0 200 △30.6 △200 － △200 － △29.06

通期 39,000 △21.1 800 149.5 200 △37.8 200 △69.8 29.06
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は添付資料P.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会
計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 6,908,359株 2021年３月期 6,908,359株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 26,835株 2021年３月期 26,761株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 6,881,559株 2021年３月期１Ｑ 6,882,045株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間の当社グループ（当社及び連結子会社）における業績は、売上高が53億３千６百万

円（前年同四半期売上高113億５千６百万円）と前年同四半期と比べ60億１千９百万円の減収となりました。営業

損失は２億３千７百万円（前年同四半期営業損失３億１千４百万円）と前年同四半期と比べ７千６百万円の損失

の減少となりました。経常損失は２億４千８百万円（前年同四半期経常損失５億１百万円）と前年同四半期と比

べ２億５千２百万円の損失の減少となりました。以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は２億５千２

百万円（前年同四半期親会社株主に帰属する四半期純損失４億１千３百万円）と前年同四半期と比べ１億６千万

円の損失の減少となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①鉄道車両関連事業

売上高は、近畿日本鉄道株式会社向電車、東京地下鉄株式会社向電車及び阪神電気鉄道株式会社向電車等

により、51億３千５百万円（前年同四半期売上高111億５千６百万円）と前年同四半期と比べ60億２千万円の

減収となり、営業損失は１億４千８百万円（前年同四半期営業損失２億５千万円）と前年同四半期と比べ１

億１百万円の損失の減少となりました。

②不動産賃貸事業

東大阪商業施設及び所沢商業施設を中心に売上高は２億円（前年同四半期売上高１億９千９百万円）とな

り、営業利益は１億７千４百万円（前年同四半期営業利益１億７千４百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は678億７千６百万円（前連結会計年度末660億２千１百万円）と18億５

千５百万円の増加となりました。流動資産は主に仕掛品の増加により、507億５千１百万円（前連結会計年度末488

億９千１百万円）と18億６千万円の増加となりました。固定資産は主に減価償却費の計上により、171億２千４百

万円（前連結会計年度末171億３千万円）と５百万円の減少となりました。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は459億５千３百万円（前連結会計年度末447億２百万円）と12億５千１

百万円の増加となりました。流動負債は主に短期借入金の増加により、411億５千４百万円（前連結会計年度末398

億３千８百万円）と13億１千５百万円の増加となりました。固定負債は、47億９千９百万円（前連結会計年度末48

億６千３百万円）と６千４百万円の減少となりました。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は219億２千２百万円（前連結会計年度末213億１千８百万円）と６億

３百万円の増加となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月13日に公表いたしました第２四半期累計期間及び通

期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,353 7,209

受取手形及び売掛金 27,754 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 23,710

仕掛品 15,623 18,669

原材料及び貯蔵品 522 492

その他 671 705

貸倒引当金 △34 △36

流動資産合計 48,891 50,751

固定資産

有形固定資産 11,240 11,185

無形固定資産 215 199

投資その他の資産

投資有価証券 5,446 5,516

その他 238 233

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 5,674 5,739

固定資産合計 17,130 17,124

資産合計 66,021 67,876
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,975 7,092

短期借入金 15,170 18,700

1年内返済予定の長期借入金 6,233 6,112

未払法人税等 535 50

前受金 937 －

契約負債 － 1,099

賞与引当金 368 75

製品保証引当金 566 529

受注損失引当金 4,087 4,271

その他 3,963 3,222

流動負債合計 39,838 41,154

固定負債

長期借入金 578 615

退職給付に係る負債 2,879 2,791

その他 1,406 1,392

固定負債合計 4,863 4,799

負債合計 44,702 45,953

純資産の部

株主資本

資本金 5,252 5,252

資本剰余金 3,124 3,124

利益剰余金 12,152 11,634

自己株式 △105 △105

株主資本合計 20,425 19,907

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,396 1,444

繰延ヘッジ損益 3 0

為替換算調整勘定 △419 650

退職給付に係る調整累計額 △87 △78

その他の包括利益累計額合計 893 2,015

純資産合計 21,318 21,922

負債純資産合計 66,021 67,876
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 11,356 5,336

売上原価 10,893 4,705

売上総利益 462 631

販売費及び一般管理費 776 868

営業損失（△） △314 △237

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 66 46

雑収入 10 4

営業外収益合計 77 51

営業外費用

支払利息 67 42

為替差損 185 13

雑支出 11 7

営業外費用合計 264 62

経常損失（△） △501 △248

税金等調整前四半期純損失（△） △501 △248

法人税、住民税及び事業税 21 3

法人税等還付税額 △108 －

法人税等調整額 △1 0

法人税等合計 △88 3

四半期純損失（△） △413 △252

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △413 △252
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純損失（△） △413 △252

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △470 47

繰延ヘッジ損益 11 △3

為替換算調整勘定 △16 1,069

退職給付に係る調整額 9 8

その他の包括利益合計 △466 1,121

四半期包括利益 △879 868

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △879 868

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、工事契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基

準を、その他の工事については工事完成基準によっておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定

の期間にわたり移転する場合には、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間

にわたり収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、累

積的影響額が無かったため、期首の利益剰余金は加減しておりません。

なお、収益認識会計基準等の適用による、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することとし、また、「流動負債」に表示していた「前受金」は、当第１四半期連結会計期間より「契約負債」

に含めて表示することとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結

会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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(セグメント情報等)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２鉄道車両
関連事業

不動産
賃貸事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,156 199 11,356 － 11,356

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 0 0 △0 －

計 11,156 199 11,356 △0 11,356

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

△250 174 △75 △238 △314

(注) １ セグメント利益又はセグメント損失の調整額△238百万円は、各報告セグメントに帰属していない全社費

用△238百万円であり、全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２鉄道車両
関連事業

不動産
賃貸事業

計

売上高

　外部顧客への売上高 5,135 200 5,336 － 5,336

　セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 5,135 200 5,336 － 5,336

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

△148 174 25 △263 △237

(注) １ セグメント利益又はセグメント損失の調整額△263百万円は、各報告セグメントに帰属していない全社費

用△263百万円であり、全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

なお、この結果、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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３．その他

　 生産、受注及び販売の状況

①生産実績

当第１四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道車両関連事業 7,597 69.6

合計 7,597 69.6

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

②受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

鉄道車両関連事業 3,767 56.1 84,375 75.3

合計 3,767 56.1 84,375 75.3

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

鉄道車両関連事業 5,135 46.0

不動産賃貸事業 200 100.5

合計 5,336 47.0

(注) １ セグメント間の取引については相殺消去しております。

　 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

以 上

　


